
テーマ：「放射線の基礎知識」

（中学２年「静電気と電流」、中学３年「エネルギーとエネルギー資源」）

１）放射線に関する歴史

２）放射線の性質、用語と単位

３）霧箱による自然放射線の飛跡の観察実験

４）身の回りの放射線の利用

５）簡易放射線測定器を用いた計測実験（距離・遮蔽）

６）放射線の防護について

エネルギー教室 実験例

１．霧箱による自然放射線の飛跡の観察実験
・霧箱により自然放射線(α線、β線)の飛跡を
観察する。

２．簡易放射線測定器を用いた計測実験（距離）
・放射線測定器を使用し、放射性物質との距離に
よる放射線の影響の違いを確認する。

３．簡易放射線測定器を用いた計測実験（遮蔽）
・放射線測定器を使用し、異なる遮蔽材(鉛・鉄・ア
ルミニウム・アクリルの板材)によって放射線の影響
の違いを確認する。

講義の流れ

オリジナルのワークシートを活用し、実験を行いな
がら以下の項目を解説する。

・放射線の歴史
・放射線の性質

-自然放射線
-放射線の種類
-用語の整理(放射線、放射能、放射性物質)
-放射線の単位
・放射線の利用(医療・工業等)
・放射線の防護

実験等の内容



テーマ：「仕事とエネルギー」

(中学３年「力学的エネルギー」、「エネルギーと物質」)

１）仕事とエネルギー（グループ実験：摩擦による湯沸かし）

２）エジソン電球の再現実験（演示）

３）発電の仕組み(演示実験：火力発電模型による発電)

４）電球の進化と消費電力（個別実験：分光カードによる電球の比較）

５）エネルギー変換(２人１組実験：発泡スチロールカッター)

エネルギー教室 実験例

実験等の内容

２．エジソン電球の再現実験
・シャープペンシルの芯に電気を流し、
白熱電球の再現実験を行う。

３．発電の仕組み
・火力発電模型により、エネルギー資源の活用方
法および発電の仕組みを学ぶ。

１．摩擦熱による湯沸かし
・少量の水を入れた銅パイプを紐でこすることで、
水を沸騰させる。仕事とエネルギーについて
学ぶ。

５．エネルギー変換
・手回し発電機を使用し、ニクロム線によって
電気エネルギーが熱エネルギーに変換され
ることを体験する。

４．電球の進化と消費電力
・回折格子シートを貼ったカードで、
白熱・蛍光・LED電球の光を分光し、
違いを確認する。
・それぞれの電球の消費電力を比較する。



テーマ：「光と音」(中学１年「光と・音」)

１）波の性質

２）光の反射と直進性（演示実験：光ファイバーとレーザー光）

３) 可視光の波長と電球による違い（各自実験：分光カード、白熱・蛍光・LED電球を見分ける）

４）レンズによる見え方の変化（班別実験：箱カメラにより実像を確認する）

５）音の空気中の伝達（演示実験：音の消火器）

６）音の振動の可視化（班別実験：共振鍋）

エネルギー教室 実験例

１．光ファイバーとレーザー光
・レーザーポインタの光を光ファイバーに
入れた時の様子を見る。
・スモークマシーンでレーザーポインタの
光の進み方を確認する。

２．分光カード、白熱・蛍光・LED電球の区別
・回折格子シートを貼ったカードで、電球の
光を分光し、違いを確認する。
・それぞれの電球の消費電力を比較する。

３．箱カメラ
・フレネルレンズ(凸レンズ)を使った箱カメラで
像の結び方を確認する。

４．音の消火器実験（演示）
・スピーカー、ロウソクを用いて、空気中の音の
伝搬を可視化する。

５．共振鍋
・ボウルに養生テープを貼り、テープをこすること
で振動・音を発生させる。ボウルや水への振動
の伝わり方を確認する。

実験等の内容



テーマ：「空気と水の性質-大気圧と水圧-」

(中学２年「気象とその変化・大気圧」、中学３年「水中の物体に働く力」

１）水の深さと水圧（グループ実験：アクリルパイプと水圧）

２）水圧と面積（グループ実験：断面積の異なる注射器を押す）

３）ドアと水圧(演示実験：水圧のかかったドア)

４）大気圧の力（演示実験：水を大気圧で支える、グループ実験：マグデブルグの半球）

エネルギー教室 実験例

実験等の内容

２．水圧と面積
・断面積の異なる大小の注射器をビニル管で
つなぎ水で満たす。２つの注射器を同時に
押し、必要な力を比較する。

３．水圧のかかったドア
・簡易的なドアと衣装ケースを使って、
水圧のかかったドアの重さを体験してもらう。

１．アクリルパイプと水圧
・アクリル板の上にアクリルパイプを置き、水が
入らないように水槽に沈めていく。
・パイプの中に水を注ぎ、どの位置でアクリル板
がパイプから離れるか確認する。

５．マグデブルグの半球(実験キット)
・アクリル板の２枚をあわせ、間の空気を吸い
出し、大気圧の強さを確認する。

４．水を大気圧で支える
・水を満たした容器の上にアクリル板を置き、
水がこぼれないようにして上下反転する。
・コップと1ｍのアクリルパイプで比較を行う。



テーマ：「静電気と電流」

（中学２年「静電気と電流」）

１）電気の発見の歴史

２）電気力・静電誘導について（グループ実験：電気クラゲの実験、箔検電器による静電気の確認）

３）静電気の応用、イオンエンジン（グループ実験：静電モーター）

４）電気を溜める、放電現象、雷について（演示実験：テスラコイル、グループ実験：百人おどし）

５）日常生活での静電気の利用（コピー機、空気清浄機など）

エネルギー教室 実験例

実験等の内容

１．電気クラゲの実験
・長風船、フェルト布、ビニール紐を使い、
静電気による現象、斥力・引力を確認する。

２．箔検電器による静電気の確認
・箔検電器により帯電や静電誘導を確認する。

３．静電モーター
・帯電させた塩ビパイプを実験装置に近づけ、
静電気の力を回転運動に変えることを体験する。

４．テスラコイル
・空気中の放電現象を体験する。
・雷の現象について説明する。

５．百人おどし
・静電気の伝達を体験する。



テーマ：「水素の性質と燃料電池～エネルギーを取り出すには」

(中学１年「気体の発生と性質」、中学３年「化学変化と電池」)

１）水素の性質（演示実験：水素や気体の性質、燃焼性と爆鳴気）

２）水素の利用

３）燃料電池の仕組み（グループ実験：燃料電池の分解）

４）人力で熱を取り出す（グループ実験：摩擦熱による湯沸かし）

５）水素エネルギーと燃料電池の利用について

エネルギー教室 実験例

実験等の内容

１．気体の性質
・水素、酸素、二酸化炭素のシャボン玉を作り、
その挙動を確かめる。

２．水素の燃焼性と爆鳴気
・水素と酸素の混合気体を閉じ込めたシャボン玉
に着火し、そのエネルギーを確認する。

３．燃料電池の分解
・実験用燃料電池を分解し、その構造を確認する。

４．摩擦熱による湯沸かし
・燃料電池では電気と熱を取り出すことができる。
人が熱を生み出そうとすれば、どれだけの仕事
とエネルギーが必要か体感する。
・少量の水を入れた銅パイプを紐でこすることで、
水を沸騰させ、人力でのエネルギー変換を体験
する。

５．水素エネルギーと燃料電池の利用について
・水素の工業用途や製造・供給について、
家庭用燃料電池の仕組み、燃料電池自動車等
実際の使われ方について解説する。
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